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Abstract: Aithough satellite remote sensing prOvide large―scale coverage of traditional agricultural region,nlost
``high一

resolution''instruments,such as Landsat ETAII十,SPOT HRVIR,provide limited descriptive resolution of the

」apanese traditional agricuitural landscape ヽヽrith the launch of the 11こONOS satellite in 1999,inlagery with a 4nl

spatial resolution in multispectral mode can noM′ be combined with other satellite data archives for change

detection We demonstrate this potential by combining SPOT/Landsat and IKONOS image to detect change in the

traditional terrace rice fields for A、vaji lsiand,HyogO,」apan According to our analysis using data in 1987 and 2001,

losses in rice paddy fields over this period are faster at the hilly nlotlntainous reg10n and sloM/er in flat agricultural

region Synergetic use of IKONOS and SPOT/Landsat appears to be a relevant sOurce of information to show

change and fragmentation in traditional terrace rice fields

1,は じめ に

中山間地域の小規模水国において営まれる稲作は,

国土保全,水 源かん養,農 村景観の形成,伝 統文化や

生態系保全等の多面的機能を大きく発揮していると考

えられている。しかしながら,近 年, このような刀ヽ規

模水国では耕作放棄等の水田利用変化が著しく,そ れ

に伴う多面的機能の低下が懸念される現状にある。農

業の有する多面的機能を十分に発揮させ,そ れに基づ

いた環境管理戦略を策定していくには,上 記のような

水田利用変化を正確に理解する必要がある。一般的に,

このような農地利用の現状は農林業センサスや作物統

計などの統計情報として集計されている。 しかしなが

ら,そ れらの多くは市町村単位でのおおまかなインベ

ントリ情報に留まり,空 間分布に関する情報が欠落し
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ていることもあって,そ のままでは環境管理戦略には

利用できない。また,新 たに空間分布データを取得す

る場合においても,既 存の地上調査や航空写真の読み

とりを中心とした手法では多くの時間と労力を必要と

してしまう。

衛星 リモー トセンシングは広域を長期間にわたって

観測できるという利点を有するため,水 田利用変化の

ような広範囲にわたって徐々に拡大していく現象を捉

えるのには大変に有効なツールと言える。しかしなが

ら,既 往の研究事例では大規模農業地常における生産

環境モニタリングという色彩が強 く,衛 星センサス

ペ /ヽクの空間解像度の限界もあって中山問地域への応

用は極めて限定的であった。そこで,本 研究では,高

い空間解像度のIKONOSデ ータを基盤に Landsat

TM/SPOT HRVIRデ ータを併用して,農耕地 NDVIネ,

NDWI料 の差を検出,ま ず大きな変化領域を同定後,

それへの近抜1生に応じて閉値を変化させるアプローチ

により,間 使で精度良く水田利用変化をモニタリング

する手法を提案する。
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